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目標と概要

・「中学校ロボコン兼市民ロボコン」への

出場およびロボット教室の開催、運営。

・他にも、八戸では様々なロボコンが行われている

例えば・・・

発明クラブロボコン、げんねんジュニアロボコン、

高校ロボコン、高専ロボコン、ETロボコン

八戸に根付くロボコン文化！



八戸のロボコンを活気づけたい！

 ロボコン参加者の増加

 大会のクオリティーを上げて認知度を上げる

↓

昨年度のノウハウを生かして、ロボット教室でのロボット
作りの指導、地域の方々との交流。

ロボコン文化および八戸の地域振興



ロボット教室の開催

 開催日 １２月１５日

 １２月２２日

 １月２６日

 ２月２日

 ２月１５日 計５回

時間 １３時３０分 ～ １６時００分
会場 八戸市児童科学館 工作室
対象 大会参加者
内容 ロボット製作の補助、アドバイス



ロボット教室の成果
（ロボコン運営と合同での開催）

 参加者は回によってばらつきがあったが、

小学生から老人の方まで

多くの年齢層の方が参加してくれた。

 こちらからの技術提供だけでなく、

ロボットの機構やアイディアにおいて

こちらも学ぶものがあった。

 もっとロボット教室の回数を

増やして欲しいと要望があった。



その他の活動
メンバーの八戸少年少女発明クラブの活動への

ボラティア

↳年間活動およびクラブロボコンの補助

計測自動制御学会東北支部 研究集会での発表

八戸工業大学学園祭にて

学長賞（学科研究展示部門）を受賞

２月２３日「はちのへ工場ロボコン」に出場 第１位

大会後にインタビューを受け、

翌日２月24日にＢｅＦＭでラジオ放送された



八戸工場ロボコンの様子

参加したこども達との交流



大会で使用したロボット



活動全体の考察
 ロボコン参加人数

多くなったとは言えなかった。

ルールの改定など、参加しやすくする必要がある。

今回は冬期期間のみのロボット教室だったため、

年間を通して開催したい。

 大会のクオリティー

昨年度に比べてレベルの高い大会だったと感じた。

ロボットの完成度、操縦技術など。

 指導および交流

こちらが学ぶ事の方が多く、とても勉強になった。

地域の方々との交流は良い経験となった。この輪を広げていきたい



今後の展開、活動

来年度のロボコン運営への参加

ロボット教室の開催
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